
 

 

 

 

 

 

 

 レイヤ振分けアシストの操作を簡単なサンプルを

用いて解説します。 

レイヤ振分けアシスト 

※解説内容がオプションプログラムの説明である 
場合があります。ご了承ください。 
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１ ． レイヤ振分けアシストとは 

［土木］－［レイヤ振分けアシスト］は、レイヤごとの表示状態を記憶し、CADデータを製図基準に沿ったレイヤに簡
単に振り分けるコマンドです。 

図面は発注元ごとに、それぞれの会社又は個人のルールに従って作図されている場合が多いため、発注元ごとに
レイヤ振り分け設定ファイルを保存して、発注元が前回と変わったら設定ファイルを切り替えていく運用をお勧めし
ます。 

レイヤ振分けアシスト 

レイヤ振り分け設定ファイル 

【発注元Ａ】 

図面 

 ２回目以降 

・発注元Ａ用のレイヤ振り分け設定を読み込み、自動振り分け

をおこなう 
「操作例（２回目以降）」P19 参照 

【発注元Ｂ】 

図面 

 ２回目以降 
・発注元Ｂ用のレイヤ振り分け設定を読み込み、自動振り分け
をおこなう 

「操作例（２回目以降）」P19 参照 

 
 
・振分け設定さえきっちり設定すれば、自動振分けの
精度は図面によらず高くなります。 

・新しい基準がでても、ユーザが振分け設定をカスタ

マイズできるので製図基準テンプレートを更新すれ

ばプログラムの対応を待つ必要がありません。 

 

ワワンンポポイインントト   

初回 
・スポイトでレイヤ振り分けを設定してから、レイヤを振り分ける 
・設定したレイヤ振り分け設定を保存する 
(※初回振り分け時は振り分け設定されていないため、自動振
り分けをおこなっても期待の効果は得られません。) 

「操作例（初回）」P4 参照 
 

初回 
・スポイトでレイヤ振り分けを設定してから、レイヤを振り分ける 
・設定したレイヤ振り分け設定を保存する 

(※初回振り分け時は振り分け設定されていないため、自動振
り分けをおこなっても期待の効果は得られません。) 

「操作例（初回）」P4 参照 

 
発注元Ａ用 
レイヤ振り分け設定ファイル 

発注元Ｂ用 
レイヤ振り分け設定ファイル 

1 レイヤ振分けアシストとは 

１－１ 
 

概要 
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１ ． レイヤ振分けアシストとは 

［土木］－［レイヤ振分けアシスト］コマンドを実行すると、画面左側にダイアログバーが表示されます。 

ダイアログバーのボタンや機能について解説します。 

1 2 

3 

4 

6 

5 

7 

8 

9 

10 11 

12 

13 

14 15 

１－２ 
 

ダイアログバーの解説 

22  



 

１ ． レイヤ振分けアシストとは 

 

ダイアログバーの機 能 解 説  

     ［製図基準］ボタン ［製図基準テンプレート］ダイアログでCAD製図基準テンプレートを選択します。 

［形状表示］ボタン ［形状表示］ダイアログで各属性に設定されている要素を確認します。 

［振分け］ボタン/［解除］ボタン 振分けモードと解除モードを切り替えます。 

【振分けモード】：指定したレイヤに対して、検索対象となる要素のみが選択

可能になります。要素を選択後［振分け確定］をクリックすると、指定したレイ

ヤが振り分けられます。指定したレイヤと同じレイヤの要素は、［システムカ

ラー］の［ハイライト］で表示されます。（P24 参照） 

【解除モード】：コマンド実行中に指定したレイヤに振り分けられた要素のみ

表示します。解除する要素を選択して［解除設定］をクリックすると、振り分け

前のレイヤに戻ります。（P23 参照） 

［レイヤ］リスト レイヤ設定のレイヤと、指定した CAD 製図基準テンプレートのレイヤを表示

します。 

   ：製図基準テンプレートのレイヤ 

   ：レイヤ設定のレイヤ 

要素が振り分けられているレイヤはレイヤ名が緑色で表示されます。 

［自動振分け］ボタン 各レイヤの［振分け設定］の条件で基準レイヤ（  ）に自動で振り分けます。 

［振分け設定］ボタン 指定したレイヤの検索対象とする要素の条件を［振分け設定］ダイアログで

設定します。 

［スポイト］ボタン 指定したレイヤの検索対象とする要素の条件を CAD 上の要素から設定しま

す。条件を取得する要素をすべて選択して［OK］すると、［振分け設定］ダイア

ログが表示され選択した要素の属性が設定されます。（P6 参照） 

［対象外表示］ボックス 指定したレイヤの振り分け対象外の要素の表示方法（「バック表示」「表示し

ない」）を設定します。 

［振分け済要素表示］チェックボックス 基準レイヤ（  ）が設定されている要素を表示するときはチェックをオンにし

ます。オフのときは表示しません。 

［全選択］ボタン 表示されている選択可能な要素をすべて選択します。 

［全解除］ボタン 選択されているすべての要素の選択を解除します。 

［線端点一括選択］チェックボックス チェックをオンにしたときは、端点が繋がっている連続した線をすべて選択

（選択されているときは解除）します。 

オフのときは１要素ずつ選択（選択されている場合は解除）します 

［振分け確定］ボタン【振分けモード】 

［解除確定］ボタン【解除モード】 
［振分け確定］ボタンは、選択された要素を指定したレイヤに振り分けます。 

［解除確定］ボタンは、選択された要素のレイヤを振り分け前のレイヤに戻し

ます。 

を き 端点が繋が 連続 線をす 択

 

 

［チェック］ボタン ［レイヤ振分け］コマンドを終了し、CAD 製図基準チェックを実行します。 

［終了］ボタン ［レイヤ振分け］コマンドを終了します。 

1 

2 

3 

4 

5
 

6 

7 

8 

9 

10 

 
11 

 
12 

 

13 

 

14 

 
15 
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２ ．操作例（初回） 

初回振り分け時は振り分け設定されていないため、自動振り分けをおこなっても期待の効果は得られないので、以
下の操作手順をお勧めします。 

 ・スポイトでレイヤ振り分けを設定してから、レイヤを振り分ける 

 ・２回目以降のために、レイヤ振り分け設定を保存する 

ここでは、「\FcApp￥各種資料（土木）\武蔵\入門編（サンプルデータ）￥4_建設CAD」フォルダ－の中にある
「標準横断図1.MSS」のレイヤ（作業レイヤ1）を 

「Ｃ主構造物外形線」 

「Ｃ構造物基準線（中心線、ＤＬ、ＭＬ等）」 

「Ｃ現況地物（現況地盤線）」 

「Ｃ文字列（主構造物）」 

「Ｃ寸法線、寸法値」 

に振り分ける操作を解説します。 

 

ここでは、「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編

（サンプルデータ）￥4_建設CAD」フォルダ－の中にある 

「標準横断図1.MSS」を開いた状態から解説します。 

2 操作例（初回） 

4 



 

２ ．操作例（初回） 

［土木］－［レイヤ振分けアシスト］コマンドを実行して、CAD製図基準テンプレートを設定します。 

3 

1 

2 

4 

２－１ 
 

レイヤ振分けアシストを実行する 

1 

［土木］－［レイヤ振分けアシスト］を

クリックします。 

2 

3 4 

基準、工種、責任主体、図面種別を

設定して、［OK］をクリックします。 

5 



 

２ ．操作例（初回） 

初回なので、まず振り分けるレイヤの振り分け設定をおこないます。 

操作例では、主構造物外形線に「Ｃ主構造物外形線」を振り分けるので、スポイトで主構造物外形線を指定して 

「Ｃ主構造物外形線」のレイヤ振り分けを設定します。 

 

 

「Ｃ主構造物外形線」レイヤの対象となる要素（主構造物

外形線）を選択します。 

［設定：表示モード：簡易プロパティ表示］（   ）がオンのと

きは、マウスカーソルの位置にある要素の情報が表示され

ますので、確認してください 

選択された要素は、システムカラーの

選択色で表示されます。 

1 

2 

3 

4 

２－２ 
 

「Ｃ主構造物外形線」の振分けを設定する 

1 2 

「Ｃ主構造物外形線」をクリックして、

［スポイト］をクリックします。 

3 「Ｃ主構造物外形線」レイヤの対象

となる要素を選択します。 

4 選択を終了したら、右クリックして

［OK］をクリックします。 

6 



 

２ ．操作例（初回） 

5 

［振分け設定］ダイアログが表示されます。 

このダイアログで、「Ｃ主構造物外形線」のレイヤを振り分けるときの対象

となる要素を設定します。検索対象とする属性（［要素］［レイヤ］［ペン］

［カラー］［線種］）のチェックをオンにして、リストから属性の種類のチェック

をオンにします。 

初期状態では、ＣＡＤで選択した要素の情報が設定されています。 

画面例の場合は、選択した要素が 

［要素］：線 

［レイヤ］：作業レイヤ１ 

［ペン］：Pen1 

［カラー］：赤 

［線種］：実線 

なので、 

［要素］［線］のチェックがオン 

［レイヤ］［作業レイヤ１］のチェックがオン 

［ペン］［Pen1］のチェックがオン 

［カラー］［2赤］のチェックがオン 

［線種］［実線］のチェックがオン 

になっています。 

対象外の要素はバック表示

されます。対象外の要素を表

示しないときは、［対象外表

示］を「表示しない」にします。 

［振分け設定］ダイアログで設定した要素

のみが表示されます。（「Ｃ主構造物外形

線」を振り分ける要素のみが表示され、振

り分けしやすくなります。） 

6 

6 

5 「Ｃ主構造物外形線」レイヤの検

索対象となる要素を設定します。 

［OK］をクリックします。 
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２ ．操作例（初回） 

対象となる要素のレイヤを「Ｃ主構造物外形線」に変更します。 

 

 

要素が振り分けられたレイヤは、

レイヤ名が緑色で表示されます。 

「Ｃ主構造物外形線」に振り分け

られた要素は、システムカラーの

ハイライト色で表示されます。 

選択された要素は、システムカラーの

選択色で表示されます。 

1 

2 

表示されている要素が

「Ｃ主構造物外形線」

のみであることを確認し

て、［全選択］をクリック

します。 

２－３ 
 

「Ｃ主構造物外形線」レイヤに振り分ける 

1 
 

2 「Ｃ主構造物外形線」

の要素が選択されてい

ることを確認して、［振

分け確定］をクリックしま

す。 
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２ ．操作例（初回） 

初回なので、まず振り分けるレイヤの振り分け設定をおこないます。 

操作例では、構造物基準線に「Ｃ構造物基準線（中心線、ＤＬ、ＭＬ等）」を振り分けるので、スポイトで構造物基準
線を指定して、「Ｃ構造物基準線（中心線、ＤＬ、ＭＬ等）」のレイヤ振り分けを設定します。 

 

 

3 

4 

6 

［振分け設定］ダイアログが表示されます。 

このダイアログで、「Ｃ構造物基準線（中心線、ＤＬ、ＭＬ等）」のレイヤを振り分

けるときの対象となる要素を設定します。検索対象とする属性（［要素］［レイ

ヤ］［ペン］［カラー］［線種］）のチェックをオンにして、リストから属性の種類の

チェックをオンにします。 

初期状態では、ＣＡＤで選択した要素の情報が設定されています。 

2 

1 

7 

「Ｃ構造物基準線（中

心線、ＤＬ、ＭＬ等）」をク

リックします。 

 

中心線、ＤＬ線、ＤＬ値を

選択します。 
5 

２－４ 
 

「Ｃ構造物基準線」の振分けを設定する 

1 
 

2 

3 4 

5 

6 

7 

選択を終了したら、右ク

リックして［OK］をクリッ

クします。 

「Ｃ構造物基準線（中

心線、ＤＬ、ＭＬ等）」レイ

ヤの検索対象となる要

素を設定します。 

［OK］をクリックします。 

［スポイト］をクリックします。 
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２ ．操作例（初回） 

対象となる要素のレイヤを「Ｃ構造物基準線（中心線、ＤＬ、ＭＬ等）」に変更します。 

 

 

振分け設定された要素

が表示されます。 

「Ｃ構造物基準線（中心線、ＤＬ、ＭＬ等）」に

振り分けられた要素は、システムカラーのハイ

ライト色で表示されます。 

1 

2 

表示されている要素が

「Ｃ構造物基準線（中

心線、ＤＬ、ＭＬ等）」の

みであることを確認し

て、［全選択］をクリック

します。 

２－５ 
 

「Ｃ構造物基準線」レイヤに振り分ける 

1 
 

2 「Ｃ構造物基準線（中

心線、ＤＬ、ＭＬ等）」の

要素が選択されている

ことを確認して、［振分

け確定］をクリックしま

す。 

10 



 

２ ．操作例（初回） 

初回なので、まず振り分けるレイヤの振り分け設定をおこないます。 

操作例では、現況地物（現況地盤線）に「Ｃ現況地物（現況地盤線）」を振り分けるので、スポイトで現況地物（現
況地盤線）を指定して、「Ｃ現況地物（現況地盤線）」のレイヤ振り分けを設定します。 

 

5 

［振分け設定］ダイアログが表示されます。 

このダイアログで、「Ｃ現況地物（現況地盤線）」のレイヤを振り分けるときの

対象となる要素を設定します。検索対象とする属性（［要素］［レイヤ］［ペン］

［カラー］［線種］）のチェックをオンにして、リストから属性の種類のチェックを

オンにします。 

初期状態では、ＣＡＤで選択した要素の情報が設定されています。 

1 

2 

3 

6 

「Ｃ現況地物（現況地

盤線）」をクリックします。 

現況線をクリックします。 

右クリックして［OK］をク

リックします。 

「Ｃ現況地物（現況地

盤線）」レイヤの検索対

象となる要素を設定し

ます。 

4 

２－６ 
 

「Ｃ現況地物（現況地盤線）」の振分けを設定する 

［OK］をクリックします。 

［スポイト］をクリックしま

す。 

1 
 

2 

3 

4 

5 

6 
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２ ．操作例（初回） 

対象となる要素のレイヤを「Ｃ現況地物（現況地盤線）」に変更します。 

 

現況線のみが選択

されます。 

振分け設定された要素

が表示されます。 

「Ｃ現況地物（現況地盤線）」に振り

分けられた要素は、システムカラーの

ハイライト色で表示されます。 

1 

2 

3 

２－７ 
 

「Ｃ現況地物（現況地盤線）」レイヤに振り分ける 

1 
 

2 

3 

［線端点一括選択］のチェ

ックをオンにします。 

現況線をクリックします。 

「Ｃ現況地物（現況地盤

線）」の要素が選択されて

いることを確認して、［振分

け確定］をクリックします。 

12 



 

２ ．操作例（初回） 

初回なので、まず振り分けるレイヤの振り分け設定をおこないます。 

操作例では、文字列（主構造物）に「Ｃ文字列（主構造物）」を振り分けるので、スポイトで文字列（主構造物）を指
定して、「Ｃ文字列（主構造物）」のレイヤ振り分けを設定します。 

 
3 

4 

6 

［振分け設定］ダイアログが表示されます。 

このダイアログで、「Ｃ文字列（主構造物）」のレイヤを振り分けるときの対

象となる要素を設定します。検索対象とする属性（［要素］［レイヤ］［ペン］

［カラー］［線種］）のチェックをオンにして、リストから属性の種類のチェック

をオンにします。 

初期状態では、ＣＡＤで選択した要素の情報が設定されています。 

1 

2 5 

7 

２－８ 
 

「Ｃ文字列（主構造物）」の振分けを設定する 

1 
 

3 4 

文字列（主構造物）を選択

します。 

5 選択を終了したら、右クリッ

クして［OK］をクリックします。 

2 

「Ｃ文字列（主構造物）」を

クリックします。 

［スポイト］をクリックします。 

6 

7 

「Ｃ文字列（主構造物）」レ

イヤの検索対象となる要素

を設定します。 

［OK］をクリックします。 
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２ ．操作例（初回） 

対象となる要素のレイヤを「Ｃ文字列（主構造物）」に変更します。 

 

振分け設定された要素

が表示されます。 

「Ｃ文字列（主構造物）」に振り分

けられた要素は、システムカラーの

ハイライト色で表示されます。 

1 

2 

２－９ 
 

「Ｃ文字列（主構造物）」レイヤに振り分ける 

2 

1 
 

表示されている要素が「Ｃ

文字列（主構造物）」のみ

であることを確認して、［全

選択］をクリックします。 

「Ｃ文字列（主構造物）」の

要素が選択されていること

を確認して、［振分け確定］

をクリックします。 
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２ ．操作例（初回） 

初回なので、まず振り分けるレイヤの振り分け設定をおこないます。 

操作例では、寸法線、寸法値に「Ｃ寸法線、寸法値」を振り分けるので、スポイトで寸法線、寸法値を指定して、 

「Ｃ寸法線、寸法値」のレイヤ振り分けを設定します。 

 

3 

5 

［振分け設定］ダイアログが表示されます。 

このダイアログで、「Ｃ寸法線、寸法値」のレイヤを振り分けるときの対

象となる要素を設定します。検索対象とする属性（［要素］［レイヤ］

［ペン］［カラー］［線種］）のチェックをオンにして、リストから属性の種

類のチェックをオンにします。 

初期状態では、ＣＡＤで選択した要素の情報が設定されています。 

1 

2 
4 

6 

「Ｃ寸法線、寸法値」をクリック

します。 

２－１０ 
 

「Ｃ寸法線、寸法値」の振分けを設定する 

1 
 

2 

3 

4 

5 

6 

［スポイト］をクリックします。 

選択を終了したら、右クリックして

［OK］をクリックします。 

寸法線、寸法値を選択します。 

「Ｃ寸法線、寸法値」レイヤの検

索対象となる要素を設定します。 

［OK］をクリックします。 
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２ ．操作例（初回） 

対象となる要素のレイヤを「Ｃ寸法線、寸法値」に変更します。 

 

振分け設定された要素

が表示されます。 

「Ｃ寸法線、寸法値」に振り分け

られた要素は、システムカラーの

ハイライト色で表示されます。 

1 

2 

２－１１ 
 

「Ｃ寸法線、寸法値」レイヤに振り分ける 

1 
 

2 「Ｃ寸法線、寸法値」の要素が選択され

ていることを確認して、［振分け確定］を

クリックします。 

表示されている要素が「Ｃ寸法線、寸法

値」のみであることを確認して、［全選

択］をクリックします。 
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２ ．操作例（初回） 

全レイヤを振り分けたら、振り分けられた状態を確認します。 

 

2 

1 

3 

［形状表示］をクリックします。 

２－１２ 
 

振り分けられた状態を確認する 

1 

2 

3 

振り分けられたレイヤを確認します。 

［OK］をクリックします。 
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２ ．操作例（初回） 

 
２回目以降で自動振り分けできるように、初回の振り分け設定を保存します。 

 

3 

5 

1 

2 

4 

6 

［振分け設定］をクリックします。 

２－１３ 
 

レイヤ振り分け設定を保存する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［書込み］をクリックします。 

書き込む場所を指定します。 

［OK］をクリックします。 

名称を入力します。 

［OK］をクリックします。 
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３ ．操作例（２回目以降） 

２回目以降は、初回の振り分け設定を読み込んで、自動振り分けをおこなう操作をお勧めします。 

ここでは、「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編（サンプルデータ）￥4_建設CAD」フォルダーの中にある
「標準横断図２.MSS」のレイヤ（作業レイヤ1）を「２．操作例（初回）」で保存した「サンプル振り分け設定」を読み
込んで、自動で振り分ける操作を解説します。 

 

ここでは、「￥FcApp\各種資料（土木）￥武蔵\入門編

（サンプルデータ）￥4_建設CAD」フォルダーの中にある

「標準横断図２.MSS」を開いた状態から解説します。 

3 操作例（２回目以降） 
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３ ．操作例（２回目以降） 

［土木］－［レイヤ振分けアシスト］コマンドを実行して、CAD製図基準テンプレートを設定します。 

3 

1 

2 

4 

３－１ 
 

レイヤ振分けアシストを実行する 

1 2 

［土木］－［レイヤ振分けアシスト］をクリ

ックします。 

3 

4 

基準、工種、責任主体、図面種別を設

定します。 

［OK］をクリックします。 
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３ ．操作例（２回目以降） 

振り分け設定を確認します。 

 

 

1 

2 

4 

レイヤを指定します。 

振分け設定が「出荷時設定」の場合は［読込み］を

クリックして、初回の操作で書き込んだ「サンプル振

り分け設定」を読み込んでください。 

3 

３－２ 
 

振り分け設定を確認する 

1 

3 

4 

2 ［振分け設定］をクリッ

クします。 

［サンプル振り分け設

定］であることを確認し

ます。 

［OK］をクリックします。 
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３ ．操作例（２回目以降） 

各レイヤの振り分け設定で自動振り分けをおこないます。 

 

 

3 

1 

2 

4 

３－３ 
 

自動振り分けをおこなう 

1 ［自動振分け］をクリック

します。 

2 

3 

4 ［OK］をクリックします。 

自動振り分けの状態を

確認します。 

［はい］をクリックします。 
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３ ．操作例（２回目以降） 

振り分けられたレイヤが間違っていた場合は、振り分けられたレイヤを解除します。 

ここでは、「Ｃ現況地物（現況地盤線）」に振り分けられた要素に間違いがあったので、その要素のレイヤを解除します。 

 

 

3 

間違って設定されたレイヤが

解除されます。 

1 

2 

4 

３－４ 
 

間違って振り分けられたレイヤを解除する 

2 

3 

4 

1 ［解除］をクリックします。 

ここでは、「Ｃ現況地物（現況

地盤線）」をクリックします。 

間違って振り分けられた要素

を選択します。 

間違って振り分けられた要素

の選択を終了したら、［解除

確定］をクリックします。 

23 



 

３ ．操作例（２回目以降） 

 
レイヤを解除した要素に正しいレイヤを振り分けます。ここでは、「Ｃ寸法線、寸法値」を振り分けます。 

 

 

3 

指定した要素が「C寸法線、寸法値」

レイヤに振り分けられ、システムカラ

ーのハイライト色で表示されます。 

 

「C寸法線、寸法値」レイヤに振り分け

られている要素は、システムカラーの

ハイライト色で表示されます。 

 

1 

2 

4 

３－５ 
 

要素に正しいレイヤを振り分ける 

1 

2 

3 

4 

［振分け］をクリックします。 

ここでは、「Ｃ寸法線、寸法値」を

クリックします。 

要素を選択します。 

選択を終了したら、［振分け確

定］をクリックします。 
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